
平成１７年（２００５）11月 ��

� � � �

� � � � �

市
町
合
併
に
貢
献

　

「
受
賞
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
か

げ
で
す
」
と
控
え
め
に
語
る
立
木
さ

ん
。

　

平
成
８
年
か
ら
２
期
８
年
間
に
わ

た
っ
て
高
梁
市
政
を
担
い
ま
し
た
。

平
成
の
大
合
併
で
は
、
高
梁
地
域
合

併
協
議
会
会
長
と
し
て
周
辺
４
町
と

の
合
併
協
議
を
推
進
さ
れ
、
新
高
梁

市
の
発
足
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。「
合
併
協
議
で
は
、
１
市
４

町
の
委
員
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て

す
べ
て
の
協
定
項
目
に
つ
い
て
円
滑

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
振

り
返
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和　

年
に
高
梁
市
役
所
に
入

３２

り
、
総
務
部
長
、
教
育
長
、
助
役
を

歴
任
し
、
市
長
に
就
任
。
市
長
在
任

中
は
、
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た
識

見
を
も
っ
て
高
梁
市
の
産
業
・
教
育
・

文
化
・
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
、

公
設
民
営
の
健
康
増
進
施
設
を
建
設

す
る
な
ど
民
間
活
力
の
導
入
を
積
極

的
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
高
梁
市
に
は
「
地
域
全
体

が
活
性
化
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
皆
が
支
え
あ
い
、
助
け
合
い
、

励
ま
し
あ
う
社
会
を
」
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

販
売
促
進
に
貢
献

　

「
受
章
は
身
に
余
る
名
誉
で
す
。家

族
を
は
じ
め
郵
便
局
や
販
売
所
関
係

の
皆
さ
ま
の
支
え
が
あ
っ
た
お
か
げ

で
す
」
と
謙
虚
に
話
す
熊
谷
さ
ん
。

経
営
す
る
化
粧
品
店
で
、
昭
和　

年
３７

か
ら
今
日
ま
で
、
郵
便
切
手
や
は
が

き
の
販
売
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
か
ら
今
年
３
月
ま
で

６３

は
、
岡
山
県
郵
便
切
手
販
売
協
会
の

理
事
。
ま
た
高
梁
市
の
切
手
類
販
売

所
協
会
の
会
長
を
務
め
、
年
賀
状
な

ど
を
取
り
扱
う
商
店
を
取
り
ま
と

め
、
販
売
促
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

「
受
章
に
恥
じ
な
い
よ
う
、今
ま
で

以
上
に
一
生
懸
命
に
、
社
会
に
対
し

て
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈旭日小綬章〉
旧高梁市長

立木大夫さん�
和田町

〈旭日単光章〉
熊谷　剛さん�

南町

犯
罪
予
防
活
動
に
尽
力

　

昭
和　

年
に
保
護
司
に
委
嘱
さ

３３

れ
、
以
来　

年
の
長
き
に
わ
た
り
社

２８

会
奉
仕
の
精
神
で
多
く
の
事
件
を
担

当
。
的
確
な
指
導
、
助
言
に
よ
っ
て

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
多
数
更
生

に
導
く
な
ど
地
域
社
会
の
犯
罪
予
防

活
動
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。「
受
賞
は
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
当
時
は
人
に

知
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
夜
に
出
か
け

て
い
っ
て
相
談
を
受
け
た
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
人
を
助
け
る
保
護
司
の
仕

事
は
、結
局
は
自
分
の
た
め
に
な
り
、

私
の
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈瑞宝双光章〉
川西芳郎さん�
松原町春木

地
方
自
治
の
育
成
発
展
に
貢
献

　

「
受
賞
は
、家
族
を
は
じ
め
皆
さ
ま

に
支
え
ら
れ
た
お
か
げ
」
と
感
謝
さ

れ
る
逸
見
さ
ん
。
中
井
村
収
入
役
を

経
て
、
昭
和　

年
に
高
梁
市
役
所
に

３０

入
り
、
要
職
を
歴
任
し
、
議
会
事
務

局
長
を
最
後
に
退
職
。
昭
和　

年
、

４９

高
梁
市
議
会
議
員
に
当
選
、
以
来
３

期　

年
地
方
行
政
に
取
り
組
ま
れ
、

１２
地
方
自
治
の
確
立
と
地
域
社
会
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
受
章
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、今

後
も
、
地
域
の
た
め
に
尽
く
し
、
家

族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
で

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈瑞宝双光章〉
逸見知一さん�
中井町西方

地
方
自
治
の
向
上
に
貢
献

　

高
山
村
収
入
役
を
経
て
、
昭
和　
２９

年
川
上
町
役
場
に
入
り
、
要
職
を
歴

任
し
、
昭
和　

年
か
ら
９
年
間
は
、

４３

収
入
役
を
務
め
る
な
ど　

年
の
長
き

３０

に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和　

年
５５

か
ら
５
期　

年
間
、
川
上
町
代
表
監

２０

査
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。「
受
章

は
皆
さ
ん
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
地
域
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

〈瑞宝双光章〉
丸川良市さん�
川上町高山

ございます
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市
へ
寄
せ
ら
れ
た
消
費
相
談

で
件
数
の
多
か
っ
た
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
料
金
の
請

求
書
が
、
は
が
き
で
届
き
ま

し
た
。
払
わ
な
い
場
合
は
裁
判
を
起

こ
す
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
ど
う

し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？

「
民
法
指
定
消
費
料
金
」な
ど

何
の
料
金
か
よ
く
分
か
ら
な

い
請
求
が
、
は
が
き
や
封
書
に
よ
り

「
最
終
通
知
」と
い
っ
た
文
面
で
大
勢

の
人
へ
送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
「
架
空
請
求
」
で
す
。
払
わ
な

い
と
裁
判
を
起
こ
す
―
と
い
う
内
容

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
差
出
人
も
弁

護
士
を
か
た
っ
た
も
の
、「
法
務
局
認

定
法
人
」
な
ど
公
的
機
関
を
思
わ
せ

る
名
前
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。

　

裁
判
の
通
知
が
こ
の
よ
う
な
、
は

が
き
や
封
書
と
い
っ
た
普
通
郵
便
で

送
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
本
来
は
直
接
裁
判
所
よ
り
「
特

別
送
達
」
で
送
ら
れ
て
き
ま
す
）
相

手
の
目
的
は
、
は
が
き
に
書
い
て
あ

る
番
号
に
あ
な
た
か
ら
直
接
電
話
を

さ
せ
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

架
空
請
求
対
処
法

◎
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視

し
、
連
絡
を
と
ら
な
い
！

　

不
安
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
市
民

課
や
お
近
く
の
地
域
局
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

市
民
課
地
域
振
興
係

（
�
�
０
２
５
４
）

工事中は通行などに大変ご迷惑をおかけします

が、ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ　建設課建設係（��０２３３）

A

Q 消
費
ト
ラ
ブ
ル

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座

　
　
　

〜
架
空
請
求
〜

◆市道鳴戸市場線の鳴戸地内を落石防除対策と

して、のり面工事と道路拡幅工事を実施してい

ます。完了は１２月下旬の予定。改良整備の事業

費は５０００万円。

国道３１３号�

国道１８０号�

ゆ
め
タ
ウ
ン�

イ
ズ
ミ� 神崎橋�

玉川橋�

工事カ所�

落合橋�

至
総
社
市�

至高梁�
市街地�

高
梁
川�

高梁自動車�
教習所�国

道
１
８
０
号�

至
新
見
市�

至津川町�

秋
町
橋�

工
事
カ
所�

◆国道３１３号の落合町阿部地区の渋滞解消の一

つの方策として、市道玉川落合線改良に平成１２

年から着手しています。平成２０年度完了を目標

で改良整備を進めており、今年度は上神崎地内

と玉川橋上流の２カ所を５億５０００万円で改良整

備しています。

　

渡
辺
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら
現
在

４９

ま
で
の　

年
間
、
食
鳥
処
理
場
調
査
補

３１

助
員
と
し
て
、
処
理
場
に
お
け
る
食
鳥

の
集
荷
・
仕
向
量
を
取
引
の
都
度
記
帳

し
、
月
々
の
集
計
を
し
て
、
積
極
的
に

調
査
へ
の
協
力
と
デ
ー
タ
提
供
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
こ
の
た

び
特
別
協
力
者
と
し
て
農
林
水
産
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
優
秀
な
青
年
農
業
者
を
た
た

え
る
「
矢
野
賞
」。
物
部
さ
ん
は
、
計
画

的
な
経
営
規
模
拡
大
を
図
り
、
複
合
経

営
を
確
立
。
特
に
ピ
オ
ー
ネ
で
は
栽
培

技
術
の
研
究
に
取
り
組
み
、
地
域
に
適

合
し
た
技
術
確
立
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
同
賞
は
、
岡
山
市
出
身
で
第
一
生

命
保
険
相
互
会
社
創
立
者
矢
野
恒
太
さ

ん
の
業
績
を
顕
彰
し
よ
う
と
毎
年
表
彰

し
て
い
る
も
の
。

調
査
へ
の
協
力
と
デ
ー
タ
提
供
に
貢
献

農林水産大臣感謝状

渡�和男さん�
川上町地頭

「
矢
野
賞
」に
物
部
さ
ん

物部徹也さん�
備中町平川

おめでとう

道路工事のお知らせ


